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平成１３年１２月１９日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

今までの１０倍の早さで動作するコンピュータを

より安価に作製することが可能に

～ダイアモンドナノ粒子積層膜形成法の開発～

　このことについて、広島大学大学院先端物質科学研究科の高萩隆行教授のグルー
プの坂上弘之助手らが、別紙のとおり、直径５ナノメートル(ナノは１０億分の １)のダイ
ヤモンドの極微粒子を、隙間を制御して並べ、さらにそれらの間に化 学結合を形成し
て強固な薄膜を作り出す技術を開発しましたので、お知らせいた します。

【お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　

広島大学大学院先端物質科学研究科
　教授　高萩隆行　(たかはぎ　 たかゆき)

ＴＥＬ：（０８２４）２４－７６４６　(ダイヤルイン)
E-mail　takahag@Hiroshima-u.ac.jp

広島大学大学院先端物質科学研究科
　助手　坂上弘行　(さかうえ 　ひろゆき)

ＴＥＬ：（０８２４）２４－７８６３　(ダイヤルイン)
E-mail　hsakaue@Hiroshima-u.ac.jp

［発信枚数；Ａ４版　3枚（本票含む）］
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